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こ だ9 ちん1まつ せん かいしゅう き ばこ なか さんぞく ぶ ひん

古代の沈没船から回収された木箱の中の金属部品。 天ポの菌董が組み合ゎさった機械！？
�

 

ねん

1901年、ギリシャのアンティ
とう お き せんが、いん ちんぼつ

キテラ島の沖で、潜水員が沈没
せん ぐうせんはつけん こ tか

船を偶然発見しました。古代ギ

リシャの失埋若の嗣篠ゃ頁虔
． ひん は へん とも ひ あ

品の破片などと共に引き揚げら

れたのは、朽ちた未藉に組み込
さんぞく せい ぷ ひん

まれた金属製の部品でした。
は へん ぷ ひん

破片になったそれらの部品は

脅扇薮で、その呈籐な巌芹は布
しん ほん の

心から4本のスポー クが伸びた
ちょつけい おお 1よ ぐるま

直径 13炉信の大きな歯車でし
は ぐるま

た。その歯車のまわりにはた＜
ちい は ぐるま

さんの小さな歯車もあって、こ

れらは笑きな菌軍と蓮動して
ぅこ かんが

動いていたと考えられます。
なん つく

いったい何のために作られた

箸古争著ゃ機械

エンジニア らが、蘇萌に桃みま

のでしょう？

した。

とう こん せさ

シチリア島の痕跡
，，ぞ き ばこ み

謎の木箱といっしょに見つか

った樋貨から、 この葡が枡んだ

のは白兒箭70~60岸ごろと薙是
なぞ き かい ぷ ひん しる

されました。謎の機械部品に記
っさ よ な

されていた月の呼び名が、シチ
とう こよみ ちか

リア島の暦と近かったことか

き かい せつ99い かいはつしゃ

ら、 機械の設計開発者はシチリ

ァ篇に在んでいたのではないか

と寄ぇられました。シチリア

篇には、アルキメデスが在んで

いたので、彼が設計に薗ゎって

いたのでは？と弩ぇたくなり
たし

ますが、 それを確かめることは

できません。

芙体の計藷機と前萌

この藷扇品は腐雀が韮んで

せんだんそうさつえい おこな

いたため、X線断層撮影が行わ

れました。これによって、蔀品に

蘭まれた自盛りや併の籐蘇が巽
けん せつめいぷん かいとく

見され、説明文も解読されまし
き かい につしよく

た。そこから、この機械が、日食

ゃ月雀の手祠、古代ォリンピッ

クの白取り餅鼻ができる手酋し

科争許籍複であることが莉萌し
けいさん き ほしうらな

ました。この計算機は、星占い
てんたい はたら おし＇

や天体の働きを教えるための

逼真であった向籠性がありま

砕の菟産

が
賀
こ
古

如ヽ じ

聖治さん

嘩薔にも行った藷爾箪著です。フ

シギ にも資しさにも雰ずわけがある。
につ か

ジョギング＋ケンスイが日課！」
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す。

設計薮作著は、 この蔚鼻檎

の莞晟までに、伺伍も試作して
なん ど けんしょう く か え

何度も検証を繰り返したこと
か がく しんてん

でしょう。科学の進展には、試
こ2

．
さく こ く かえ か

行錯誤の繰り返しが欠かせませ

ん。
せい か もと げんだい

すぐに成果を求められる現代
こ °‘ じん

ですが、 古代ギリシャ人のよう
てい ねい し こと こころ

にじっくり丁寧な仕事を心 が
おも

けたいと思います。

酋雀投庸緑各描欝薪（酋籍研）ブラン
こう ほう ぷ せんもん たい き ち いう

ディング・広報部。専門は大気中に
う び りゅう し 99んき＂う しりつしんしょう

浮かんでいる微粒子の研究。出身小
がつこう おおさか ふ ム色い し し りつひ が し9よ ころもしょう

学校は大阪府画石市立東羽衣小。

につぼん さい だい きゅう こうてきけんきいう き かん いばら さ けん

日本で最大級の公的研究機関なんだ。茨城県つくば市など、
ゼんこく しよ けんき』2う きよてん

全国12か所の研究拠点があって、目染の産冨ゃ杜告に履立っ
さ じPつ けんきゅう ...... 

技術について研究を進めているよ。

キッズむけウエプペー ジはこちら ―→

（さんそうけんサイエンスタウン） 襲
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